
シラバス

科目名 海外旅行Ⅰ（実務） 必修/選択 必修

授業時数 30時間 担当教員 柴田　美香

対象学年 1年トラベルコース 実務/一般 実務教員

形式 講義
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旅行実務：第2章 航空　2.都市コード・空港コード

国家試験に向けた授業と実務として旅行業に必要な基礎知識習得を目標時差について

旅行実務：第2章 航空　3.等級、小児運賃、燃油、手荷物、機種、アライアンス）

国家試験に向けた授業と実務として旅行業に必要な基礎知識習得を目標時差について

旅行実務：第3章 OAG航空時刻表　記載事項

国家試験に向けた授業と実務として旅行業に必要な基礎知識習得を目標時差について

旅行実務：第3章 OAG航空時刻表の見方

国家試験に向けた授業と実務として旅行業に必要な基礎知識習得を目標時差について

旅行実務：第4章 鉄道　1.ヨーロッパの鉄道

国家試験に向けた授業と実務として旅行業に必要な基礎知識習得を目標時差について

旅行実務：第4章 鉄道　2.～3.  米国・カナダの鉄道

国家試験に向けた授業と実務として旅行業に必要な基礎知識習得を目標時差について

旅行実務：第4章 鉄道　4.～6.オーストラリア、アジア、その他の鉄道

国家試験に向けた授業と実務として旅行業に必要な基礎知識習得を目標時差について

旅行実務：第5章 船舶　1.～2.クルーズ

国家試験に向けた授業と実務として旅行業に必要な基礎知識習得を目標時差について

旅行実務：第６章 ホテル

国家試験に向けた授業と実務として旅行業に必要な基礎知識習得を目標時差について

旅行実務：第7章 食事

国家試験に向けた授業と実務として旅行業に必要な基礎知識習得を目標時差について

練習問題

旅行実務：第2章 航空　1.航空会社

国家試験に向けた授業と実務として旅行業に必要な基礎知識習得を目標

この科目は海外旅行を担当するのに必要な基本的知識を学習します。お客様のニーズも多様化してい

ろいろな分野の海外旅行に関する知識を幅広く習得していく。

総合旅行業務管理者試験の科目であり、合格水準を目指す。

時差、航空会社コード、都市コード、ＯＡＧ時刻表、海外の鉄道、クルーズ、ホテル、食事、海外保

険など、海外旅行に携わる際の基本的な知識であり、暗記が必要な個所も多いので、理解度チェック

問題、過去の試験問題に多く取り組みます。

日頃の授業態度・出席日数、期末テストの点数にて評価します。期末試験結果80％、授業態度5％、

出席率15％

海外地理の知識も必要とされる科目である。

ＪＴＢ総合研究所　旅行業実務シリーズ「海外旅行実務」

近年、総合旅行業務管理者試験の問題が実際にお客様から聞かれるような具体的な問題も出題されて

おり、総合的な知識が必要となっている。実際に海外旅行に行ってみて体験して、その都度疑問に

思ったことを、調べておく。

旅行実務：第1章　時差　1.～3.（標準時間と時差、時差表の見方、夏時間）

国家試験に向けた授業と実務として旅行業に必要な基礎知識習得を目標

旅行実務：第1章時差 4.～7.（ＧＭＴへの換算、相手の現地時間、2地点間の時差、所要時

間）国家試験に向けた授業と実務として旅行業に必要な基礎知識習得を目標


